
 

 

ポイント１ 元気な高齢者が活躍するまちに向けて求められる取組は？ 

【介護予防のために実際に利用したいと思う教室や講座】（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 問 12（４） 報告書 86 頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント２ 介護保険料の金額についての意見は？ 

【「町独自のサービスを維持・充実するため」の介護保険料に対する考え方】 

（上段：介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 問 12（５） 報告書 87頁） 

（上段：在宅介護実態調査 問 65 報告書 133頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント３ 愛川町は認知症になったとき暮らしやすい町か？ 

【愛川町は認知症になっても暮らしやすいか】（一般高齢者調査 問 40 報告書 150 頁） 

 

 

 

  

％

運動教室（体操やウォーキングなど）

転倒予防教室（歩き方講座、ストレッチなど）

低栄養予防（栄養指導など）

閉じこもり予防（外出機会や交流機会の提供）

フットケア（足浴やつめの手入れ）

口腔健康教室（清潔を保つための指導や点検）

認知症予防教室（認知症予防の取組）

うつ予防教室（心の健康づくりのための取組）

健康教室（病気を予防する講座など）

健康相談（健康に関する個別相談や指導など）

訪問指導（保健師等による家庭訪問）

その他

特にない

無回答

37.4

27.8

13.3

14.4

6.2

10.3

28.7

9.2

22.7

17.0

9.9

1.4

22.5

12.2

43.4

26.8

11.0

9.9

4.6

7.2

29.2

9.9

25.2

22.0

8.8

1.1

20.4

11.3

0 10 20 30 40 50

令和７年度調査

（回答者数 = 436）

令和４年度調査

（回答者数 = 373）

高くなることはやむを得ない

高くなるのであれば、サービスの対象範囲を限定・縮小などするべき

高くなるのであれば、サービスの廃止をするべき

特に考えはない

その他

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 436

令和４年度調査 373
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そう思う ややそう思う どちらでもない あまり思わない 全く思わない 無回答

回答者数 =

　 479 26.3 28.6 26.1 11.3 1.9 5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65 歳以上の町民の４割弱が運動に関する

教室を希望しています。 

認知症予防や転倒予防教室の需要もみられます。 

特にないという高齢者も２割以上みられることか

ら、周知も重要になります。 

介護保険料を高くするか、サービスを縮小するか、 

意見が分かれる結果となっています。 

回答者数 =

令和７年度調査 208

令和４年度調査 620
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認知症は今後の高齢者支援の大きな課題。 

町が認知症になっても暮らしやすいと思う

以外の回答が半数近くみられます。 



 

 

 

ポイント４ 移動手段の確保・充実と生きがいづくりを求める声が多数 

【高齢社会への対応として町が力を入れるべきこと】 

（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 問 12（６） 報告書 133-134頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント５ ダブルケアやヤングケアラーへの対応は今後の課題 

【主な介護者は 18歳までの子どもの子育てをしているか】（在宅介護実態調査 問 56 報告書 127頁） 

 

 

 

 

 

【周りにヤングケアラーの子どもはいるか】（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 問 11(5) 報告書 81 頁） 

 

 

回答者数 = 436 ％

知恵や経験を子どもたちに伝える機会や場づくり

働く場の確保

生きがいを持てるような活動機会の拡大や施設の
整備

家事援助などのボランティア活動の充実

隣近所の助け合いの活性化

介護している家庭に対する経済的な支援の充実

外出しやすいよう、安全で快適な道路、公園など
の整備

高齢者の移動手段の確保・充実

高齢者向けの住宅改造や住宅づくりの援助の充実

食事などのサービスのある、ケア付き高齢者住宅
の整備

日用介護用品の貸与・支援の充実

往診など在宅向けの医療サービスの充実

在宅生活を支援する保健福祉サービスの充実

健康診査や健康に関する講座など、健康づくり事
業の充実

介護の方法などの相談窓口や介護教室の充実

老人ホーム、老人保健施設など入所施設の充実

福祉に携わる人を育てるための学習機会の充実

地域社会全体で取り組む介護の仕組みの整備

特にない

その他

無回答
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はい いいえ 無回答

回答者数 =

　 436 0.9 91.7 7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

移動手段の確保・充実を求める声がみられます。 

移動販売車の運行や住民の助け合いによる外出・

送迎支援を活用して、より住みやすい町づくりを

行っていくことが重要です。 

生きがいがもてるような活動機会の拡大や施設の

整備を求める声がみられます。 

様々な活動場所を確保するとともに、住民同士が

助け合う「あいちゃんサービスセンター」など住民

ボランティアへの参加も周知していきます。 

介護と子育てを同時に担う 

ダブルケアの可能性がある 

家庭は 5.8%（増加傾向）です。 

はい いいえ 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 208

令和４年度調査 620
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ヤングケアラーの可能性が 

ある家庭は 0.9%（４件）。 

減少傾向だが注視が必要です。 


